
令和元年度 北海道体育学会 第 3回役員会 

  

■日時：令和元年 10 月 20 日（日）14：00～16：00 

■会場：北海道教育大学 サテライトキャンパス 教室２ 

札幌市中央区北 5 条西５丁目 7 sapporo55 4 階 

  

・副会長挨拶   

山本理人副会長から挨拶があった。 

  

・議事署名人（森田憲輝，井出幸二郎）  

  

・出席者：神林勲（会長・途中より参加）、山本理人（副会長）、石澤伸弘（理事長）、森田憲輝、     

井出幸二郎、奥田知靖、高瀬淳也、山口太一、小出高義、越川茂樹、多賀健、      

塚本未来（会計）、中島寿宏（幹事）、木本理可（幹事） 

 

■協議事項  

1． 第 59 回学会大会プログラム・抄録集（案）について 

多賀大会委員より、第 59 回学会大会プログラム・抄録集（案）について説明があり、原案

通り承認された。また、役員会については大会前日の 12 月 13 日（金）18 時より北海道教

育大学釧路校で行われることが確認された。石澤理事長より、近年学部生の発表も増えてい

ることから、若手研究者賞の在り方について、検討の必要性が挙げられた。 

2． 「若手研究者賞」審査委員の選出 

  越川研究委員長より、第 59 回学会大会「若手研究者賞」審査委員の候補者について提案が

あり、承認された。 

3． 第 60 回学会記念大会の開催会場・日程について 

多賀大会委員より、第 60 回学会記念大会について、令和 2 年 11 月 14 日（土）、15 日（日）

に新さっぽろアークシティホテル（http://www.arccityhotel.com/）において開催を予定して

いることが報告され、承認された。 

4． 第 61 回学会大会について 

  多賀大会委員より、第 61 回学会大会について、藤女子大学で開催する方向で進められてい  

る旨の報告があり、承認された。 

5． 北海道体育学研究投稿規定の改定について 

森田編集委員より、投稿規定の変更案について説明があった。主な変更点としては、英文抄

録の作成時期、提出先の変更、ネイティブチェックの斡旋等が挙げられた。一部修正の指摘

があったため、編集委員会により文言の整理をした上で、修正案については次回役員会の事

前にメール審議を行うことが確認された。また、近年投稿数が増加し査読者の選出が難しい

場合があり、今後は体裁が整っていない論文に対して編集委員会でのクイックリジェクト等

を導入したい旨の提案があり、今後の検討事項となった。神林会長より、著作権規定につい

ても、現状と合致しているかについて編集委員会に検討してもらいたいとの依頼があった。

なお、提出期限の変更についての検討は、将来構想 WG に委ねられることが確認された。 



6．各種委員会より 

特になし 

7． その他 

特になし 

 

■報告事項 

1． 北海道体育学研究第 54 巻について 

  森田編集委員より、第 54 巻について、計 14 編の掲載が決定した旨の報告があった。 

2． 地域協力学会連絡会議報告 

石澤理事長より、9 月 12 日に開催された地域協力学会連絡会議の内容について報告があっ

た。主な内容としては、次回選挙より、専門領域・地域代議員については web 選挙となり、

地域協力学会においても200人規模であれば、約40,000円で同システムを利用できること、

今後の協力学会助成金の配分方法について等であった。また、全国と地域協力学会の入会・

退会システムが合致していないこと等について、東海体育学会から課題が示され、全国の事

務局からは HP の文言変更および入会・退会者のみの名簿送付の実施などが確認された。な

お、今後の学会大会（全国）の主管校の決定方法がこれまでの地域ブロック輪番制を廃止し

て一定の条件を備えた拠点校方式を採用し、大会運営に関する主管校業務を大幅に軽減する

本部・理事会主導型運営に移行すると再度示されたことが報告された。 

3． 各種委員会（研究，編集，大会，広報，事務局）より 

特になし 

4．その他 

  奥田理事より、第１回将来構想 WG 会議の内容についての報告があった。WG 長としては

瀧澤理事が選出され、将来構想の方向性として、学校体育、社会体育分野だけではなく、地

域スポーツ指導者などの新たな分野の会員が増える取り組み、若手研究者の業績になるよう

な取り組みを推進していくことを確認した旨が報告された。また、臨時総会の在り方として

は、応募型シンポジウムやワークショップの開催等について検討していることが報告され、

次回臨時総会についてはこれまでと同様に行うことが確認された。なお、北海道体育学研究

の PDF 化、会員の入会メリット、外部への広報活動および学会名称変更等については、今

後も議論を継続し、今年度末に最終提言をまとめていくことが確認された。 

 

■その他 

 ・次回の役員会を 12 月 13 日（金）18 時から北海道教育大学釧路校で開催することが確認  

された。  

 

以上 


